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１． 概要 

 土木研究所水災害・リスクマネジメント国際センター（ICHARM）

では、アジア主要５流域について、自ら開発してきた GCM 降雨バ

イアス補正手法，流出モデル等を用い，現在及び将来気候における渇

水状況の評価を試みている.平成 27年度は、フィリピン国パンパンガ

川流域を対象に、貯水池運用実績を調査し、貯水池運用モジュールを

作成し，貯水池流入量を予測する低水流出モデルに連結させ、貯水量

変化の計算と実績の比較によりその検証を行った.さらに、このモデ

ルにより、現在気候と将来気候の灌漑面積を試算し、これらの比較に

より将来気候の渇水状況を評価した 1).平成 28 年度は、同様の方法で

タイ国チャオプラヤ川流域を対象にして適用性を検証するとともに将

来気候の渇水状況を評価した. 

２．解析方法 

 渇水評価リスクモデルのフローを図-２に示す。現在気候、将来気

候での雨量評価は、GCM データを活用し，APHRODITE の降雨デー

タを用いてバイアス補正を行った.渇水リスク（ハザード）評価は，

貯水池への流入量を計算する BTOP モデルと貯水池運用モデルの組

み合わせにより貯水量を算出し、さらに灌漑可能量（灌漑可能面積）を推定した.タイ国チャオプラヤ川流域に

は、Sirikit ダム及び Bhmibol ダムの主要ダムがあり、ダムの運用は、両ダムからの放流量の合計として規定されて

いる 2)。本報告では， Sirikit ダムの流出解析結果を示す. 

３．解析結果 

 Sirikit ダムはチャオプラヤ川流域 Nan 川に位置し，105 億 m3の貯水

容量を有する灌漑、発電、治水を主目的とするダムで，下流地域の約

10,000km2 の農地に灌漑用水を補給している.Sirikit ダム地点の

APHRODITE の雨量データを用い，雨季の計画灌漑面積を 10,800km2に

固定のうえ，乾季の灌漑面積を乾季初頭の貯水量に応じて変化させた場

合，Sirikit ダムにおける貯水量シミュレーション結果は、実績の貯水量

変動をほぼ再現する結果が得られている 3). 

３．１ Sirikit ダムにおける流入量の変化 

Sirikit ダムにおける、現在気候（AMIP）及び将来気候（RCP8.5，
RCP8.5- c1，RCP8.5-c2，RCP8.5-c3）における年間流入量を図-3に示

す．現在気候に比べ、雨季の長期化の傾向、現在気候の最大流出量を超

える出水、乾季における出水の可能性がみられた. 
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図-1 タイ王国チャオプラヤ川流域 

図-2 研究フロー1) 

土木学会第72回年次学術講演会(平成29年9月)

 

-67-

Ⅱ-034

 



３．２ Sirikit ダムにおける流況の変化 

Sirikit ダムにおける現在気候及び将来気候における流況を示す(表－１).将来気候の平均年最大流入量は大きな

増加傾向がみられる一方、RCP8.5 Cluser 2 では現在気候の最小値を下回る値がみられる. 

４．まとめ 

 チャオプラヤ川流域で Sirikit ダムにおける現在気候と将来気候の渇水リスクの比較評価結果を報告した. 将来気

候の平均年最大流入量で増加傾向がみられる一方、現在気候の最小値を下回る値（RCP8.5 Cluser 2,  275th, 
355th）がみられた. 
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図-３ Sirikit ダムの流入量 

(b)RCP8.5 ensemble  
average 

(c) RCP8.5 Cluser 1 

(e) RCP8.5 Cluser 3 

※乾季は、2006 年以降から 11/1－

4/30と設定されている。 

（出典）独立行政法人国際協力機構：

タイ王国チャオプラヤ流域洪

水プロジェクト最終報告書 

第２巻  主要報告書 ,pp10-

8~19-9,2013.9 

(d) RCP8.5 Cluser 2 

 

(c) RCP8.5 Cluser 1 
(d) RCP8.5 Cluser 2 

表-１ Sirikit ダムの現気候

と将来気候の流況 

(a)現在気候（AMIP） (b)RCP8.5 ensemble  
average 

(e) RCP8.5 Cluser 3 
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